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合併号  



表紙スケッチについて 

法人会 

平成24年8・9月合併号 

【第442号】 

　以前の大田体育館を解体し、新しくなった区の総合体育館です。 

　今年6月30日（土）にオープンしたばかりです。 

　早速、様子を見に行きスケッチしていたら、近所の方に声をかけられました。 

　円形の塔と曲線が印象的な建物です。壁は白とグレーの斜めの線を×に交差

したデザインで、その間に硝子窓がはめ込まれています。 

　最初に建物の形を描く時は簡単でしたが、壁の×線を描き始めたら、これが

結構バランスがとれず、壁なのかガラスなのかも描いているうち混乱し、色塗

りの時に苦労しました。観察力の無さを知りました。 

9月6日（木）14：00～ 

● LEDセミナー 法人会館4F 

9月12日（水）13：30～ 

● ISOセミナー 法人会館4F 

9月13日（木）18：30～ 

● 特別第1ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 

9月13日（木）14：00～ 

● パソコン講習会① 法人会館4F 

9月14日（金）14：00～ 

● パソコン講習会② 法人会館4F 

9月18日（火）13：30～ 

● 決算法人説明会 消費者生活センター2F 

9月4日（火）16：00～ 

■ 総務委員会 法人会館4F 

9月20日（木）16：00～ 

■ 広報委員会 法人会館6F 

9月26日（水）14：00～ 

■ 常任理事会 プラザ・アペア 

9月26日（水）15：00～ 

■ 理事会 プラザ・アペア 

8月6日（月）13：45～ 

● 諸問題講座（取締役に求められる5つの数字） 大田区産業プラザ6F 

8月6日（月）7日（火）8日（水） 

● 生活習慣病健康診断 大田区産業プラザ 

8月21日（火）13：30～ 

● 決算法人説明会 消費者生活センター2F 

8月23日（木）14：00～ 

● パソコン講習会① 法人会館4F 

8月24日（金）14：00～ 

● パソコン講習会② 法人会館4F 

8月27日（月）13：30～ 

● 新設法人説明会 法人会館4F 

8月7日（火）17：00～ 

■ 支部組織再編プロジェクト会議 法人会館4F 

8月10日（金）16：00～ 

■ 社会貢献委員会 プラザ・アペア 

8月24日（金）16：00～ 

■ 厚生委員会 法人会館6F 

8月29日（水）16：00～ 

■ 組織委員会 法人会館6F
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● 税務ニュース 

● 都税だより 

● 法人会コーナー 

 ◆青年部会イブニングセミナー 

 ◆女性部会バス見学会 

 ◆社会貢献活動「多摩川河川敷清掃活動」 

 ◆第1回支部組織再編プロジェクト会議 

● 経営時評／疋田文明 

● 労務管理シリーズ「就業規則」／伊原毅 

● 間接部門の改革を進めよう 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／ 

　　蒲田優申会第38回通常総会開催 
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【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

－都税についてのお知らせ－ 

主税局　環境減税 検索 

個人事業税の納税通知書は、8月1日（水）に発送します。  
〈納期限〉　平成24年8月31日（金） 
〈ご利用になれる納付方法〉 
①金融機関※1・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁の窓口 
②口座振替※2 
③コンビニエンスストア※3

④金融機関※1・郵便局の　　(ペイジー)対応のＡＴＭ、インターネットバンキング、モバイルバンキング※4

一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520）へお問い合わせください。 
納付書1枚あたりの合計金額が30万円までのものが納付できます。 
○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書に限ります。 
○  領収証書は発行されません。（領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納付ください。） 
○  新規にインターネットバンキングやモバイルバンキングをご利用する方は、事前に金融機関へのお申込みが必要です。 
〇  システムの保守点検作業時には、一時的にご利用できない場合があります。 

　東京都では、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設備等を取得した場合に、個人事業税を減免しています。 
　平成24年度課税分は、平成23年中に取得した設備について申請できます。なお、平成23年度に申請をして減免未済額が残っている場合、平成23年度に税額が
発生していない場合は、平成22年中に取得した設備についても申請できます。 
　減免申請をする場合は、個人事業税の納期限までに、減免申請書及び必要書類を所管都税事務所・支庁にご提出ください。 

「地球温暖化対策報告書」等を提出した個人事業者 
 
次の要件を満たすもの 
①温室効果ガス総量削減義務対象外の事業所において取得されたもの 
②「省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備」（減価償却資産）で、環境局が導入推奨機器として指定したもの 
 

導入推奨機器の詳細については、環境局ホームページをご確認ください。 
 
 
設備の取得価額（上限2,000万円）の2分の1を、取得年の所得に対して翌年度に課税される個人事業税の税額から減免 
ただし、減免を受ける年度の税額の2分の1を限度 
※減免しきれなかった額は、減免申請を行った翌年度の税額から減免可 

※1 
※2 
※3 
※4

【利用可能なコンビ二エンスストア】 
くらしハウス　ココストア　コミュニティ・ストア　サークルＫ　サンクス　スリーエイト　スリーエフ　生活彩家　セブン-イレブン　デイリーヤマザキ　
ファミリーマート　ポプラ　ミニストップ　ヤマザキデイリーストアー　ローソン　MMK設置店（コンビニ以外の店舗を含む。ただし、無人端末は除く。） 

● 個人事業税/省エネ促進税制に関すること       所管都税事務所の個人事業税係 

● 地球温暖化対策報告書制度/導入推奨機器に関すること 

  「東京都地球温暖化防止活動推進センター」　　 03－5388－3408（平日午前9:00～午後5:45） 
【お問い合わせ先】 

省エネ設備を取得した方へ　～減免制度のお知らせ～ 

対 象 者  

減 免 額  

対 象 設 備  

～ 主税局ホームページ（環境減税）をご確認ください ～ 
　 減免申請書等の各種様式やＱ＆Ａを掲載しています。 

蒲田法人会会員 公　　益 
社団法人 ◆申告書にはこのシールを必ずはりましょう。 

体験シリーズ第2弾は 
ヨガを体験！ 

　
今
年
度
一
回
目
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
六
月
七
日
に
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
の
広
い
会

議
室
に
ビ
ニ
ー
ル
を
敷
き
、
ス
ト
レ
ッ

チ
マ
ッ
ト
を
持
ち
込
ん
で
の
ヨ
ガ
教
室

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
十
五
名
で
、
女
性
部
会
か

ら
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

最
高
齢
で
は
八
十
歳
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
 

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
加
藤
安
子
さ

ん
は
、
学
生
時
代
に
新
体
操
で
活
躍
し
、

今
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ヨ
ガ
の
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
優
し
い
語
り
口
と
し
な

や
か
な
動
き
で
参
加
者
を
癒
し
て
く
れ
 インストラクターの加藤安子先生「優しくしなやか」 
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ま
す
。
 

　
一
口
に
「
ヨ
ガ
」
と
い
っ
て
も
初
心

者
向
け
か
ら
ハ
ー
ド
な
も
の
ま
で
様
々

で
す
が
、
今
回
は
多
く
の
方
が
初
心
者

と
い
う
こ
と
で
、
基
本
的
な
形
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
は
加
藤
さ
ん
か
ら
、
身
体
の
柔

軟
性
を
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
背
中

で
手
を
つ
な
ぐ
動
き
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

利
き
手
を
上
か
ら
、
も
う
一
方
の
手
を

下
か
ら
背
中
に
回
し
、
手
が
届
く
か
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
い
や
は
や
、
皆
さ
ん

ご
自
分
の
身
体
の
硬
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
！

そ
の
後
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
ポ
ー
ズ
を

と
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
久
し
ぶ
り
の
運
動
と
い
う
方
も
多
く
、

全
身
に
汗
を
か
き
な
が
ら
フ
ー
！
フ
ー
！

言
い
つ
つ
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
お
り
ま
し

た
…
。
い
や
正
確
に
は
、
そ
れ
ら
し
い

ポ
ー
ズ
に
と
ど
ま
り
、
な
か
な
か
本
来

の
形
に
は
な
ら
ず
、
な
ん
の
ポ
ー
ズ
な

の
か
見
た
目
に
は
わ
か
ら
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
 

　
皆
さ
ん
苦
労
し
つ
つ
も
一
時
間
後
に

は
身
体
ス
ッ
キ
リ
、
気
分
晴
れ
や
か
に

な
り
、
軽
食
タ
イ
ム
も
賑
や
か
に
、
お

弁
当
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
も
青
年
部
会
で
は
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
イ
ブ

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
参
り
ま

す
。
 

　
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉
 

完全に癒しの境地に達している参加者の皆さん 

　
六
月
二
十
六
日
、
梅
雨
の
合
間
の
大

快
晴
日
、
女
性
部
会
員
四
十
四
名
を
乗

せ
て
蒲
田
駅
前
を
朝
九
時
に
出
発
。
バ

ス
の
中
で
は
“難
し
い
！
”
税
金
ク
イ

ズ
に
挑
戦
。
 

　
予
定
通
り
、
午
前
十
時
に
浅
草
寺
に

到
着
。
境
内
を
散
策
し
て
お
腹
を
減
ら

し
、
「
天
ぷ
ら
の
三
定
」

で
て
ん
ぷ
ら
定
食
に
て
、

や
や
早
め
の
昼
食
を
と
り
、

い
ざ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
ヘ
。
 

　
ビ
ル
の
上
に
つ
き
出
る

そ
の
容
姿
は
さ
す
が
に
迫

力
満
点
。
そ
の
高
さ
に
因

ん
で
、
記
念
撮
影
は
「
む
・

さ
・
し
」
の
掛
け
声
。
日

本
古
来
の
技
と
最
先
端
技
術
に
支
え
ら

れ
た
世
界
一
の
高
さ
地
上
六
三
四
m
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
送
信
す
る
自
立

式
電
波
塔
。
三
本
足
の
、
ス
リ
ム
な
ラ

イ
ン
の
塔
は
、
都
会
的
で
ク
ー
ル
。
真

下
か
ら
見
上
げ
る
と
圧
巻
で
す
。
 

　
分
速
六
〇
〇
m
、
四
十
人
乗
り
の
展

望
シ
ャ
ト
ル
で
展
望
デ
ッ
キ
フ
ロ
ア

3
0
5
へ
五
十
秒
で
到
着
。
そ
の
ま
ま

さ
ら
に
上
の
天
望
回
廊
の
チ
ケ
ッ
ト
売

り
場
に
突
進
。
三
十
分
程
並
ん
で
チ
ケ

ッ
ト
を
ゲ
ッ
ト
。
天
望
回
廊
は
フ
ロ
ア

4
4
5
か
ら
4
5
0
ま
で
約
一
一
〇
m

続
く
ス
ロ
ー
プ
状
の
回
廊
に
な
っ
て
い

て
空
中
散
歩
の
気
分
に
浸
れ
ま
す
。
 

　
九
十
分
と
限
ら
れ
た
時
間
を
皆
、
効

率
よ
く
ま
わ
り
、
二
階
、
三
階
の
東
京

ソ
ラ
マ
チ
で
土
産
を
買
わ
れ
る
方
、
お

茶
を
さ
れ
る
方
と
思
い
思
い
楽
し
み
な

が
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
後
に
し
ま

し
た
。
 

　
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
居
眠
り
？
に
て

通
過
、
目
黒
雅
叙
園
の
デ
ザ
ー
ト
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
ヘ
。
小
腹
が
空
い
た
だ
け
だ
っ

た
の
に
、
美
味
・
食
べ
放
題
の
ケ
ー
キ
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
野
菜
カ
レ
ー
、
ミ

ー
ト
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
…
な
ど
の
ス
ウ
ィ

ー
ツ
や
お
料
理
を
前
に
し
て
食
欲
が
倍

増
。
皆
々
忙
し
く
、
席
を
た
っ
て
い
ま

し
た
。
 

「
バ
ス
見
」
は
見
る
、
買
う
、
食
す
る
、

税
の
お
勉
強
が
セ
ッ
ト
で
成
立
。
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
楽
し

い
見
学
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
 

　
ち
な
み
に
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
近
く
の

大
横
川
親
水
公
園
に
は
、
西
六
郷
高
畑

支
部
㈱
保
科
製
作
所
（
保
科
幹
事
）
が

作
成
し
た
巨
大
反
射
鏡
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
（
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
人
が
映

り
込
む
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
。
 

「
日
頃
の
行
い
の
良
さ
」
が
本
当
に
実

現
し
た
最
高
！
の
お
天
気
の
「
バ
ス
見
」

で
し
た
。
 

〈
副
部
会
長
　
千
阪
　
愛
　
記
〉
 

東京スカイツリー& 
浅草プチ散歩 
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第1回支部組織再編プロジェクト会議開催 第1回支部組織再編プロジェクト会議開催 
【
日
時
】
六
月
二
十
九
日（
金
） 

【
会
場
】
法
人
会
館
6
階
 

　
　
　
　
会
議
室
 

 

　
法
人
会
の
根
幹
で
あ
る
支
部
組
織

を
再
編
成
し
、
積
極
的
な
会
員
間
の

情
報
・
交
流
を
深
め
、
会
の
活
性
化
、

組
織
の
維
持
拡
大
を
目
指
し
、
総
務

正
副
委
員
長
、
組
織
正
副
委
員
長
を

メ
ン
バ
ー
に
第
一
回
の
支
部
組
織
再

編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
 

　
現
在
の
地
域
六
十
七
支
部
・
業
種

五
支
部
を
、
今
後
半
年
間
か
け
て
再

編
会
議
を
開
き
役
員
の
意
見
を
集
約

し
て
、
来
年
度
実
施
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
 

社会貢献活動  

大
田
区
主
催
「
多
摩
川
河
川
敷
清
掃
活
動
」
に
参
加
 

　
蒲
田
法
人
会
で
は
六
月
十
七
日

（
日
）
に
伴
社
会
貢
献
委
員
長
は
じ

め
役
員
、
家
族
、
従
業
員
、
更
に
蒲

田
税
務
署
か
ら
は
小
松
前
副
署
長
、

橋
口
前
法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官

が
参
加
し
て
、
多
摩
川
大
橋
〜
ガ
ス

橋
間
の
多
摩
川
河
川
敷
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
 

　
当
会
は
一
昨
年
十
七
名
が
参
加
、

昨
年
は
雨
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
六
十
五
名
と
三
倍
強
に
増
え
、

環
境
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
感

じ
ま
す
。
 

　
前
日
の
雨
で
開
催
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
雨
も
上
が
り
午
前
十
時
に

ス
タ
ー
ト
。
近
隣
各
町
内
会
や
生
徒

さ
ん
、
企
業
団
体
で
働
く
方
々
な
ど

二
、
四
四
四
名
（
雑
色
ポ
ン
プ
場
〜

大
師
橋
緑
地
間
含
む
）
が
、
多
摩
川

の
自
然
環
境
を
守
り
、
環
境
保
全
に

対
す
る
理

解
と
関
心
、

マ
ナ
ー
の

大
切
さ
等
々

意
識
を
深

め
た
一
日

と
な
り
ま

し
た
。
 

総　　計 2,100kg 
 
可燃ごみ 1,130kg 
不燃ごみ 800kg 
ビン・缶 130kg 
ペットボトル 40kg 
※雑色ポンプ場～大師橋緑地間を含む 

回収ごみ量 

（
内
訳
）
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
一
時
的
に
成
功
を
手
に
す
る
企

業
は
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
成
功

を
持
続
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
企

業
は
以
外
に
少
な
い
。
ど
う
す
れ

ば
、
企
業
は
持
続
的
成
長
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

　
参
考
に
し
た
い
答
え
が
、
中
国

の
古
典
『
貞
観
政
要
』
の
中
に
あ

る
。
『
貞
観
政
要
』
は
、
中
国
の
歴

史
の
中
で
、
稀
代
の
名
君
と
し
て
知

ら
れ
る
唐
（
六
一
八
年
〜
九
〇
七
年
）

の
二
代
皇
帝
太
宗
と
家
臣
の
言
行
を

ま
と
め
た
本
だ
が
、
日
本
で
も
帝
王

学
の
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
太

宗
の
側
近
で
あ
っ
た
魏
徴
は
、
『
貞

観
政
要
』
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。
 

  　
「
国
を
創
業
し
た
天
子
や
、
後
継

者
と
な
っ
て
国
を
統
治
し
た
者
を
観

察
し
ま
す
と
、
子
孫
が
永
遠
に
栄
え
、

帝
位
が
永
久
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
わ

な
い
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
終
わ
り
を
全
う
し
た
者

は
少
な
く
、
国
家
の
敗
亡
が
相
次
い

で
お
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
統
治

の
方
法
が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
戒
め
と
な
る
手
本
は
、
『
殷
鑑

遠
か
ら
ず
、
夏
后
の
世
に
あ
り
』
の

教
え
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
身
近
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
」
 

　
『
殷
鑑
遠
か
ら
ず
…
…
』
と
は
、

殷
（
紀
元
前
一
六
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら

紀
元
前
一
一
〇
〇
年
ご
ろ
）
が
鑑
（
か

が
み
）
、
す
な
わ
ち
お
手
本
と
す
る

の
は
、
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
す
ぐ
前
に
滅
び
た
夏
王
朝
に

あ
る
、
と
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
、

唐
が
お
手
本
と
す
べ
き
は
、
三
代
で

亡
ん
だ
隋
（
五
八
一
年
〜
六
一
八
年
）

と
の
指
摘
だ
。
 

　
天
下
を
統
一
し
た
隋
の
兵
力
は
強

力
で
、
海
外
に
ま
で
そ
の
影
響
力
は

及
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か

三
十
七
年
で
唐
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
隋
は
滅
ん

で
し
ま
っ
た
の
か
。
 

　
「
隋
が
ま
だ
乱
れ
て
い
な
い
と
き

に
は
、
自
分
で
は
絶
対
に
乱
れ
る
こ

と
は
な
い
と
思
い
、
ま
た
滅
び
な
い

と
き
に
は
、
絶
対
に
滅
び
る
こ
と
は

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
し
ば
し
ば
兵
を
動
か
し
、

た
び
た
び
行
な
わ
れ
る
土
木
工
事
の

た
め
に
、
人
民
の
労
役
は
休
む
暇
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
 

　
天
下
を
統
一
し
、
ひ
と
た
び
権
力

を
手
に
す
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
、
み
ず
か
ら
の
力
を
過
信
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
力
を
行
使
し

た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
隋

の
後
継
者
煬
帝
は
、
ま
さ
に
そ
ん
な

存
在
で
、
自
分
の
欲
望
の
た
め
に
、

国
民
を
駆
り
立
て
て
、
絶
え
ず
戦
争

を
仕
掛
け
て
い
た
。
結
果
、
人
民
は

疲
弊
し
、
煬
帝
の
命
令
に
耐
え
切
れ

ず
、
国
内
は
分
裂
し
、
煬
帝
自
身
は
、

つ
ま
ら
な
い
男
の
手
に
よ
っ
て
命
を

落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
 

  　
劉
邦
が
建
国
し
た
漢
（
紀
元
前
二

〇
二
年
〜
紀
元
後
八
年
）
の
歴
史
書

『
漢
書
』
の
中
に
も
、
「
前
車
の
覆

る
は
、
後
車
の
戒
め
」
と
の
記
述
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
企
業
経
営
で
も

同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
 

　
持
続
的
成
長
を
願
う
の
な
ら
、
成

功
を
手
に
し
な
が
ら
も
衰
退
し
た
企

業
を
反
面
教
師
と
し
、
「
前
車
の
轍

を
踏
ま
な
い
」
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

の
だ
。
 

　
婦
人
服
の
製
造
小
売
業
で
躍
進
す

る
ハ
ニ
ー
ズ
（
い
わ
き
市
）
の
江
尻

義
久
社
長
は
、
会
社
を
成
長
さ
せ
る

上
で
何
が
一
番
の
勉
強
に
な
り
ま
し

た
か
、
と
い
う
筆
者
の
問
い
に
次
の

よ
う
に
答
え
て
い
る
。
 

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
は
、
鈴

屋
、
鈴
丹
、
キ
ャ
ビ
ン
等
々
の
先
駆

者
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九

〇
年
代
の
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
そ
れ
ら

の
会
社
が
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
業
績
の
良
か

っ
た
先
輩
企
業
が
な
ぜ
衰
退
し
た
の

か
…
…
価
格
戦
略
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
の

あ
り
方
、
立
地
戦
略
等
々
を
分
析
し

て
、
同
じ
失
敗
を
お
か
さ
な
い
よ
う

に
し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
 

　
江
尻
社
長
の
「
失
敗
企
業
に
学
ぶ
」

は
、
魏
徴
の
「
亡
国
を
手
本
と
す
る
」

の
ま
さ
に
現
代
版
と
い
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
企
業
は
、

同
業
者
の
成
功
事
例
に
学
ぼ
う
と
す

る
。
た
し
か
に
、
成
功
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
大
事
だ
が
、
と
り
わ
け
企
業
経

営
の
場
合
に
は
、
学
ん
だ
あ
と
の
対

応
を
間
違
え
て
は
い
け
な
い
。
先
達

の
成
功
企
業
を
研
究
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
そ
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま

い
、
自
社
も
同
じ
こ
と
を
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

結
果
と
し
て
、
同
質
の
競
争
に
陥
っ

て
し
ま
い
が
ち
だ
。
同
質
の
競
争
に

な
る
と
、
顧
客
の
選
択
肢
は
価
格
だ

け
に
な
り
、
業
界
上
げ
て
価
格
競
争

に
陥
り
、
み
ん
な
が
苦
し
む
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
よ
り
も
、

失
敗
事
例
に
学
ぶ
方
が
、
よ
ほ
ど
効

果
は
大
き
い
と
考
え
た
い
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
持
続
的
成
長
の
お
手
本
は
失
敗
の
中
に
あ
る
 

前
車
の
覆
る
は
、
後
車
の
戒
め
 

な
ぜ
隋
は
三
代
で
滅
ん
だ
の
か
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労
 務
 管
 理
 シ
 リ
 ー
 ズ
 

就
業
規
則
 

　
み
な
さ
ん
の
会
社
に
は
就
業
規
則

が
あ
り
ま
す
か
？
あ
る
場
合
は
活
用

を
し
て
い
ま
す
か
？
 

　
就
業
規
則
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
か
？
 

　
私
は
仕
事
柄
、
就
業
規
則
の
作
成
、

変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
変

更
の
場
合
、
従
来
の
就
業
規
則
を
拝

見
す
る
と
、
い
ま
だ
に
昭
和
の
時
代

の
ま
ま
の
も
の
を
見
か
け
ま
す
。
昔

の
就
業
規
則
の
特
徴
は
、
労
働
基
準

法
の
羅
列
＝
「
会
社
（
経
営
者
）
の

法
律
的
義
務
」
の
み
で
必
要
最
小
限

の
規
定
し
か
な
い
も
の
が
多
数
あ
り

ま
す
。
法
律
的
義
務
は
必
要
最
小
限
、

あ
と
は
内
規
で
運
用
す
る
タ
イ
プ
の

も
の
で
す
。
 

　
い
ま
は
そ
の
よ
う
な
就
業
規
則
で

は
、
い
ざ
労
務
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、

最
悪
労
働
審
判
、
裁
判
等
に
な
っ
た

場
合
は
使
い
物
に
な
ら
ず
、
敗
訴
の

確
率
は
相
当
高
い
も
の
に
な
る
で
し

ょ
う
。
労
働
審
判
、
裁
判
等
に
お
い

て
は
就
業
規
則
の
記
載
事
項
が
大
き

く
作
用
い
た
し
ま
す
。
労
働
審
判
・

裁
判
で
は
ス
タ
ー
ト
地
点
で
は
、
会

社
＝
強
者
、
労
働
者
＝
弱
者
と
し
て

考
え
ら
れ
、
弱
者
救
済
か
ら
判
断
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
大
半
で
す
。
そ
の
影

響
で
労
務
管
理
上
最
近
の
就
業
規
則

は
あ
る
程
度
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

も
あ
ま
り
細
か
す
ぎ
る
と
労
使
双
方

と
も
身
動
き
が
で
き
な
い
く
ら
い
権

利
義
務
の
関
係
で
最
悪
の
職
場
環
境

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

　
就
業
規
則
と
は
、
「
労
働
者
の
労

働
条
件
と
職
場
規
律
を
統
一
的
・
画

一
的
に
定
め
た
も
の
」
＝
「
働
き
方

（
会
社
）
の
ル
ー
ル
」
で
す
。
 

　
で
は
、
い
い
就
業
規
則
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
 

①
法
令
順
守
し
て
い
る
も
の
（
労
働

協
約
も
含
む
）
 

②
企
業
実
態
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
 

　
法
令
順
守
。
こ
れ
は
一
番
必
須
で

す
が
、
意
外
に
多
い
の
が
②
企
業
実

態
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
。
記
載

し
て
い
る
条
文
の
と
お
り
取
り
扱
い

を
し
て
い
な
い
。
そ
の
条
文
の
趣
旨

が
わ
か
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
。
わ
か
り
や
す
い
も
の
は
賃
金

規
定
。
賃
金
規
定
の
手
当
と
給
料
明

細
書
の
手
当
は
す
べ
て
一
致
し
て
い

ま
す
か
？
支
給
基
準
、
金
額
は
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
？
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
 

　
①
②
以
外
の
事
項
は
、
本
当
は
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
が
ど
の
よ
う
に
規
定

し
て
も
O
K
で
す
。
た
だ
し
、
専
門

的
に
い
う
と
「
社
会
通
念
上
の
相
当

性
、
合
理
性
、
妥
当
性
」
、
い
わ
ゆ

る
世
間
一
般
的
基
準
か
ら
逸
脱
し
て

い
な
い
内
容
が
あ
る
程
度
必
要
で
す
。
 

　
ま
た
重
要
な
要
件
に
【
周
知
】
が

あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
立
派
な
就
業
規

則
で
も
周
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は

無
効
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
よ

く
笑
い
話
に
「
労
働
基
準
監
督
署
の

調
査
で
就
業
規
則
の
有
無
を
聞
か
れ

た
時
に
、
社
長
が
自
慢
げ
に
金
庫
よ

り
大
事
に
出
し
て
き
て
、
従
業
員
に

見
せ
て
い
な
い
。
即
是
正
勧
告
を
さ

れ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

　
労
働
基
準
法
に
お
い
て
は
就
業
規

則
の
作
成
、
変
更
の
際
に
労
働
者
代

表
等
に
意
見
を
聴
取
す
る
義
務
の
み

で
、
法
令
ま
た
は
労
働
協
約
に
違
反

し
な
い
か
ぎ
り
内
容
は
会
社
の
自
由

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
九
年
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
労
働
契
約
法
第
9

条
に
お
い
て
「
労
働
者
と
合
意
す
る

こ
と
な
く
、
就
業
規
則
を
変
更
す
る

こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
不
利
益
と

な
る
労
働
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
さ
れ
、
反
対
に
第
10

条
に
お
い
て
「
就
業
規
則
を
周
知
さ

せ
、
か
つ
、
就
業
規
則
の
変
更
が
、

労
働
者
の
受
け
る
不
利
益
の
程
度
、

変
更
の
必
要
性
、
内
容
の
相
当
性
、

交
渉
の
状
況
で
合
理
的
で
あ
れ
ば
変

更
が
有
効
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
契
約
法
は
労
働
判
例
を
中
心
に

通
説
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
条
文
化

し
た
も
の
で
す
の
で
、
今
後
の
改
正

に
は
十
分
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

伊
原
 
毅
 

特
定
社
会
保
険
 

労
 
務
 
士
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特定社会保険労務士 

伊原 毅 
（いはらたけし） 

【経営理念】中小企業において経営者・従業員双方に
とってよりよい企業環境を創造し、人的資源を有効活
用できるよう一緒に考え、企業繁栄の一助となること。
「経営者のよき相談相手」が私の仕事と思っています。  
■社会保険労務士　伊原毅事務所  
●東京都社会保険労務士会理事 
●東京都社会保険労務士会大田支部支部長 

　
就
業
規
則
の
条
文
は
、
一
般
的
に

は
法
律
の
条
文
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り

ま
す
が
、
先
日
作
成
し
た
も
の
は
、

「
な
る
べ
く
読
み
や
す
く
、
親
し
み

や
す
く
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
従

来
の
「
〜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

を
「
〜
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」

と
少
し
ソ
フ
ト
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
的
な
禁
止
事
項
「
「
〜

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
よ
り
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
的
な
肯
定
的
条
文
「
〜
す
る

こ
と
」
に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
会
社
の
職
場
風
土
に
合

わ
せ
て
、
ま
た
就
業
規
則
の
目
的
（
職

場
活
性
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
等
）
に
合

わ
せ
て
作
成
が
必
要
で
す
。
 

　
内
容
に
つ
い
て
少
し
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
 

１
、
社
員
の
定
義
を
し
、
こ
の
就
業

規
則
の
適
用
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
 

　
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
誰
が
こ

の
就
業
規
則
の
適
用
者
な
の
か
、
正

し
く
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
正
社
員
の
み
に
適
用
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
パ
ー
ト
・
嘱
託
等
に
適

用
し
ま
せ
ん
の
で
、
別
に
作
成
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
正
社
員
、
パ
ー
ト
・

嘱
託
等
す
べ
て
の
従
業
員
に
適
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
規
定
に
お

い
て
、
み
ん
な
に
適
用
す
る
も
の
な

の
か
、
正
社
員
の
み
の
適
用
な
の
か
、

パ
ー
ト
・
嘱
託
等
の
み
の
適
用
な
の

か
、
考
え
な
が
ら
作
成
・
変
更
が
必

要
で
す
。
 

2
、
試
用
期
間
 

　
試
用
期
間
と
は
、
「
解
約
権
留
保

付
労
働
契
約
」
と
も
い
わ
れ
本
採
用

を
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
旨
の
労
働

契
約
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
三

ヶ
月
の
試
用
期
間
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
試
用
期
間
後
、
本

採
用
が
で
き
な
い
と
き
は
「
解
雇
」

に
な
り
ま
す
。
解
雇
の
場
合
、
三
十

日
分
以
上
の
解
雇
予
告
手
当
金
を
支

払
う
か
、
三
十
日
前
の
解
雇
予
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
仮

に
予
告
す
る
場
合
は
試
用
期
間
三
ヶ

月
の
場
合
採
用
後
二
ヶ
月
以
内
で
判

断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
観
点

か
ら
最
近
は
試
用
期
間
六
ヶ
月
が
大

変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

採
用
拒
否
（
解
雇
）
に
つ
い
て
も
簡

単
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
り
の

理
由
が
必
要
で
す
。
私
の
就
業
規
則

の
場
合
は
、
本
採
用
拒
否
の
項
目
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
採
用

拒
否
の
場
合
は
試
用
期
間
中
の
教
育

的
労
務
管
理
も
重
要
で
す
。
 

　
本
採
用
に
な
っ
て
か
ら
『
「
能
力

不
足
」
に
よ
る
解
雇
が
で
き
な
い
か
』

と
い
う
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
試
用
期
間
に
お
い
て
正
社

員
と
し
て
適
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
試
用
期
間

中
が
い
か
に
重
要
か
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
 

3
、
会
社
に
と
っ
て
有
益
な
労
働
時

間
を
考
え
る
こ
と
。
 

　
労
務
管
理
上
重
要
な
も
の
の
ひ
と

つ
が
労
働
時
間
で
す
。
変
形
労
働
時

間
制
、
裁
量
時
間
制
等
ど
の
よ
う
な

勤
務
体
制
が
会
社
に
と
っ
て
適
正
な

の
か
、
ま
た
は
有
益
な
の
か
会
社
ご

と
の
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

4
、
服
務
規
定
に
企
業
理
念
、
職
場

風
土
、
働
き
方
の
ル
ー
ル
を
明
確
に

し
ま
し
ょ
う
。
 

　
就
業
規
則
の
基
本
で
あ
る
「
働
き

方
の
ル
ー
ル
」
を
明
確
に
す
る
の
は

服
務
規
程
で
す
。
会
社
（
経
営
者
）

の
想
い
、
全
従
業
員
で
決
め
た
ル
ー

ル
等
を
規
定
す
る
こ
と
も
い
い
で
し

ょ
う
。
 

5
、
そ
の
他
「
休
職
」
は
、
精
神
疾

患
も
想
定
し
作
成
が
必
要
で
す
。
　

　
解
雇
・
懲
戒
処
分
、
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
、
年
次
有
給
休
暇
、
勤
怠

等
多
義
に
わ
た
り
ま
す
。
 

　
昔
は
就
業
規
則
を
作
成
し
た
場
合
、

一
生
も
の
の
よ
う
に
大
事
に
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
は
一
度
作
成
し
て
終

わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
業
規
則

は
労
務
管
理
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
日
々

活
用
し
、
法
令
の
変
更
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
職
場
実
態
が
変
わ
れ
ば
、
変

更
が
必
要
で
す
。
私
が
ご
提
案
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
今
の
就
業
規
則
は

パ
ソ
コ
ン
管
理
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
総
務
等
の
担
当
者
は
、

そ
の
就
業
規
則
で
行
っ
た
事
例
を
条

文
の
下
部
に
記
載
す
る
こ
と
で
、
事

例
集
が
で
き
、
以
前
の
活
用
状
況
が

わ
か
り
、
均
一
な
取
り
扱
い
が
で
き

る
の
で
、
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
 

　
快
適
な
職
場
環
境
維
持
と
企
業
繁

栄
の
た
め
に
就
業
規
則
を
も
と
に
適

正
な
日
々
の
労
務
管
理
を
す
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
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七
月
終
わ
り
か
ら
ロ
ン
ド
ン
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
も
応
援
に
か
な
り
の
人
が

出
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

　
で
、
あ
る
企
業
の
経
理
課
長
さ
ん

の
独
り
言
で
す
。
「
社
長
の
今
度
の

ロ
ン
ド
ン
行
き
は
、
娘
さ
ん
同
伴
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
な
の
だ
け
れ
ど
、

そ
の
う
ち
一
日
は
取
引
先
と
の
商
談

日
で
、
そ
れ
に
関
す
る
社
長
の
費
用

は
法
人
業
務
の
費
用
に
な
る
と
思
う

が
、
通
訳
と
し
て
娘
さ
ん
を
同
伴
す

る
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
こ
へ
普
段
は

社
長
一
人
で
行
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
費
用
は
無
理
だ
よ
な
〜
」
 

  　
税
務
上
、
海
外
渡
航
費
と
し
て
法

人
の
費
用
に
で
き
る
も
の
は
、
法
人

の
仕
事
を
行
う
の
に
必
要
と
さ
れ
る

も
の
で
、
し
か
も
、
そ
の
必
要
と
さ

れ
る
範
囲
内
の
費
用
に
つ
い
て
で
す
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の

が
、
そ
う
し
た
費
用
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。
 

　
法
人
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
目
的

地
に
行
く
航
空
運
賃
が
そ
れ
に
当
た

る
と
い
う
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、

日
当
、
宿
泊
料
、
仕
度
金
等
は
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
普
通
、
旅

行
先
の
物
価
事
情
、
旅
行
目
的
、
旅

行
期
間
等
を
勘
案
し
て
支
給
額
を
決

め
る
こ
と
、
と
い
っ
た
言
い
方
で
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
う
し

た
一
般
的
な
表
現
で
判
定
を
し
ろ
と

い
わ
れ
て
も
・
・
・
。
 

　
法
人
税
に
お
い
て
海
外
渡
航
費
と

取
り
扱
わ
れ
る
も
の
は
、
運
賃
、
滞

在
費
、
仕
度
金
、
出
入
国
手
続
の
諸

費
用
で
す
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
旅

費
」
と
し
て
法
人
の
費
用
と
認
め
ら

れ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、

実
費
弁
償
的
な
費
用
を
も
っ
て
そ
の

費
用
と
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
考
え

方
で
す
。
 

　
で
す
か
ら
、
法
人
の
仕
事
と
は
関

係
の
な
い
海
外
渡
航
の
費
用
は
も
ち

ろ
ん
、
法
人
の
仕
事
に
通
常
必
要
と

さ
れ
る
金
額
を
超
え
て
支
給
さ
れ
た

も
の
も
、
そ
の
越
え
る
部
分
の
金
額

は
法
人
の
旅
費
と
は
な
ら
ず
、
出
張

者
の
給
与
と
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
場
合
、
出
張
者
が
役
員
で
あ

れ
ば
、
そ
の
給
与
と
さ
れ
る
も
の
は

役
員
へ
の
臨
時
的
な
給
与
と
取
り
扱

わ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
確
定
届
出
給

与
以
外
の
も
の
は
損
金
算
入
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

  　
経
理
課
長
さ
ん
も
大
変
で
す
。
社

長
さ
ん
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
観
戦
費
用
は
、
当
然
法
人
の
費
用

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
社
長
さ
ん
の
給
与
と
し
て
経
理
し

源
泉
徴
収
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
か
ら
・
・
・
。
 

　
し
か
し
、
旅
行
期
間
中
の
あ
る
１

日
は
、
課
長
さ
ん
の
考
え
て
い
る
と

お
り
、
社
長
さ
ん
が
取
引
先
と
商
談

に
充
て
る
日
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
社
長

さ
ん
の
費
用
は
法
人
の
仕
事
の
た
め

の
費
用
に
な
り
ま
す
。
 

　
も
っ
と
も
、
法
人
の
費
用
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
法

人
の
仕
事
に
と
っ
て
直
接
関
連
が
あ

る
と
さ
れ
る
部
分
の
旅
費
で
す
の
で
、

そ
の
点
は
私
情
に
流
さ
れ
ず
経
理
課

長
の
職
務
を
忠
実
に
実
行
し
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
で
す
が
、
課
長
さ
ん
の
一
番
頭
を

悩
ま
す
問
題
は
、
娘
さ
ん
を
通
訳
と

し
て
取
引
先
に
同
伴
す
る
場
合
の
、

そ
の
旅
費
の
取
扱
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
も
社
長
さ
ん
は
そ
の
費
用
も
法

人
で
費
用
化
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
の
で
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
ど
う
し
て
娘
さ

ん
を
取
引
先
と
の
商
談
に
同
伴
さ
せ

る
の
で
し
ょ
う
。
通
訳
と
し
て
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
普
段
は
社

長
さ
ん
一
人
で
行
っ
て
い
る
の
に
、

今
回
だ
け
そ
う
す
る
特
別
な
理
由
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
同
伴
者
の
海
外
渡
航
費
を
法
人
の

費
用
と
す
る
に
は
、
そ
の
同
伴
が
仕

事
と
の
関
連
性
で
判
断
に
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
国
際
慣
行
と

の
関
係
で
無
視
で
き
な
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
明
ら
か
に
目
的
達
成
の
た

め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
は

難
し
い
よ
う
で
す
。
 

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

旅
行
期
間
中
の
仕
事
 

旅
行
期
間
中
の
仕
事
 

海
外
渡
航
費
 

海
外
渡
航
費
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何でも屋ひらばやし 
■　場　　所：大田区東蒲田1－22－13 
■　電話・FAX：03－3738－5413 
■　営業時間：特に決めてません（必要に応じて） 
■　定 休 日：仕事の無い時 

　
今
回
ご
紹
介
す
る
店

は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た

職
業
の
便
利
屋
さ
ん

「
何
で
も
屋
ひ
ら
ば
や

し
」
さ
ん
で
す
。
 

　
店
舗
は
新
し
く
建
て

変
わ
っ
た
大
田
区
総
合
体
育
館
南
側
の
大
正
湯
浴

場
の
お
隣
で
、
一
年
中
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点

灯
し
て
い
ま
す
。
 

　
建
築
全
般
の
仕
事
は
基
よ
り
樹
木
の
剪
定
伐
採

片
付
け
清
掃
等
々
か
ら
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
ま
で
何
で
も
依
頼
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
 

　
お
正
月
の
松
飾
り
に
至
っ
て
は
東
蒲
田
・
南
蒲

田
町
会
及
び
法
人
会
会
員
の
お
得
意
様
か
ら
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

　
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
迅
速
を
モ
ッ
ト
ー
に
伺
い

ま
す
。
（
見
積
り
無
料
）
 

〈
橋
爪
一
郎
　
記
〉
 

川
崎
↓
 

↑
品
川
 

ギ
ラ
ギ
ラ
燃
え
る
太
陽
に
浜
は
一
辺
に
若
者
の
世
界
に
か
わ
る
。

原
色
は
浜
辺
に
咲
く
花
、
花
、
花
で
あ
る
。
 

夜
は
妖
し
き
紅
灯
の
巷
も
昼
は
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
町
並
み
と

な
る
。
そ
の
静
け
さ
の
中
、
夕
景
に
合
わ
せ
て
水
を
打
つ
ひ
と
か

げ
を
見
た
。
 

日
盛
り
の
太
陽
が
容
赦
な
く
腕
を
灼
く
。
商
魂
た
く
ま
し
く
暑
さ

と
た
た
か
う
、
こ
の
積
み
重
ね
が
商
い
の
糧
と
な
る
の
だ
。
 

生
物
が
生
ま
れ
て
は
死
に
、
ま
た
、
他
の
世
界
に
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
の
繰
り
返
し
、
こ
の
繰
り
返
し
が
走
馬
灯
の
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ

る
影
絵
と
同
じ
で
あ
る
。
 

京
急
蒲
田
 

梅
屋
敷
 

ココ 

東蒲小 

東蒲田二丁目 

大田区総合体育館前 

第
一
京
浜

 

←蒲田 

大正湯● 

蒲
田
図
書
館
●
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法 人 か ま た  

　
昭
和
五
十
四
年
十
月
、
東
六
郷
三
丁
目

六
郷
橋
の
た
も
と
に
工
場
を
手
に
入
れ
た
。

工
場
の
裏
手
を
初
め
て
見
た
時
、
グ
ラ
ン

ド
・
公
園
の
川
端
は
正
に
葦
が
群
生
し
て

お
り
、
古
文
に
あ
っ
た
“葦
ノ
原
”
と
感
激

し
、
釣
り
や
犬
の
散
歩
、
ま
た
、
強
そ
う

な
葦
ノ
茎
を
探
し
、
剣
豪
宜

し
く
葦
の
茎
を
気
合
諸
共
次
々

と
真
二
つ
に
し
て
遊
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
 

　
若
か
っ
た
私
は
、
早
速
野

球
チ
ー
ム
を
作
り
、
二
丁
目

団
地
の
チ
ー
ム
、

銀
行
、
取
引
先

等
々
、
野
球
の
試

合
を
し
て
は
終
了

後
、
葦
ノ
原
の
切

れ
目
の
広
場
で
、

炭
火
焼
き
、
鉄
板

焼
き
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
き
、
野
球

の
反
省
会
と
称
し
、

様
々
な
プ
レ
ー
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
プ
ロ
の
試
合
で
の

出
来
事
な
ど
好
き
な
チ
ー
ム
の
話

や
、
ま
た
雑
談
・
歌
、
次
回
の
パ

ー
テ
ィ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
に
至
る
ま

で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
た

も
の
で
し
た
。
東
六
郷
へ
引
越
す

以
前
は
、
北
品
川
四
丁
目
で
十

坪
の
「
コ
ウ
バ
」
で
仕
事
を
し
、
終
わ
れ

ば
五
反
田
に
出
て
居
酒
屋
で
呑
み
、
ス
ナ

ッ
ク
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
踊
り
、
歌

う
。
肩
を
縮
め
た
遊
び
に
対
し
て
の
ス
ト

レ
ス
を
大
い
に
発
散
し
た
も
の
で
す
。
 

　
十
二
〜
三
年
程
経
つ
と
葦
ノ
原
も
開
け
、

川
端
の
通
り
が
出
来
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
禁
止
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
川
端
通
り
を

玄
関
に
し
た
ブ
ル
ー
ハ

ウ
ス
が
乱
立
し
て
、
野

遊
び
を
主
体
と
し
た
野

球
の
試
合
が
成
立
し
な

く
な
り
、
試
合
だ
け
で

は
中
高
齢
者
は
満
足
せ

ず
、
だ
ん
だ
ん
野
球
か

ら
遠
の
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
 

　
後
は
、
皆
様
と
同
じ

く
ゴ
ル
フ
に
興
（
狂
う
）

じ
ま
し
た
。
 

　
今
、
会
社
の
二
階
か
ら
遠
目
で
眺
め
る

と
、
ブ
ル
ー
ハ
ウ
ス
も
少
な
く
な
り
、
箱

庭
の
様
に
綺
麗
に
整
備
さ
れ
、
昔
と
違
っ

て
優
雅
に
散
歩
す
る
様
に
出
来
上
っ
て
し

ま
っ
て
い
て
、
私
の
様
な
者
に
は
、
昔
の

葦
ノ
原
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。
 

〈
K
・
M
〉
 

　
六
月
五
日
（
火
）
羽
田
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
第
三
十
八
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。
 

　
蒲
田
税
務
署
の
井
野
署
長

を
は
じ
め
幹
部
の
方
々
が
来

賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
、
会

員
四
十
一
名
が
出
席
し
た
。
 

　
総
会
は
石
井
会
長
が
議
長

と
な
り
、
提
出
議
案
は
全
て

満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ

た
。
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